
１．は　じ　め　に

　IT業界では，製品が完成する以前にそのコンセプトや技術的概念が一人歩きし，
コンセプトや概念のみが一定の市民権を得たかのように扱われることがある。しか
も，一人歩きしたコンセプトや概念に明確な定義が存在していないこともある。明
確な定義が存在していないため，各社の都合のよいように扱われ，「よく分からな
いが何だか凄そうだ」というようなイメージを与え，コンセプトや概念のみが先行
して広まってしまう。コンセプトや概念が先行して広まったとしても，製品として
実用化されれば良いのだが，実際にはコンセプトや概念のみで終わってしまうよう
な場合もある。このようにコンセプトや概念が明確な定義のないまま，先行して広
まってしまうような用語を IT業界では「バズワー ド 」と呼んでいる。現在の IT業

 （ ）

界において「バズワード」のように扱われている用語に「クラウドコンピューティ
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ング」がある。「クラウドコンピューティング」が他の「バズワード」と異なる点
は，既存の技術的な要素や ITインフラを組み合わせたコンセプトとなっている点
にある。例えば仮想化，分散コンピューティング，高速ネットワーク，データセン
ター等枚挙に暇がない。こられを融合しサービスとして提供するのが「クラウドコ
ンピューティング」の実態である。

　研究背景・研究目的

　本研究を開始する以前，筆者は企業情報システムにおける ASPや SaaSの可能
性に関して研究を行っていた。企業情報システム開発は，各企業の業務に沿ったア
プリケーションを完全オーダメイドするか，パッケージソフトを購入し一部カスタ
マイズして業務に適合させていた。企業はソフトウェアを「所有」することで多く
の利便性を得ることができたが，経営資源の消費という負荷も強いられてきた。独
自のシステムを構築するにしろ，パッケージソフトを利用するにしろ，利便性を得
るためには経営資源を投入し続けなければならなかっ た 。企業情報システムを「所

 （ ）

有」するものから「利用」するものへとその概念を変えるきっかけとなったのが
ASPであった。ASPとは，「特定および不特定ユーザが必要とするシステム機能を，
ネットワークを通じて提供するサービス，あるいは，そうしたサービスを提供する
ビジネスモデル」と ASPICは定義してい る 。ASPを予見する概念の登場は古く，

 （ ）

１９６４年の Martin Greenbergerの論 文 まで遡る。ASPは普及しなかったが，その要
 （ ）

因として①ネットワーク環境の未整備，②アプリケーションの性能と操作性，③カ
スタマイズ性と既存システムとの非連携が挙げられる。その後，「ソフトウェア機
能のうち，ユーザが必要とするものだけをサービスとして配布し利用できるように
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表１　SaaSと ASPの違い

ASPSaaS

×○ASP/SaaSを前提として設計
サブスクリプションサブスクリプション料金体系
上記に含まれる上記に含まれる運用管理費用

サードパーティ・ベンダー開発ベンダーアプリケーションの運用管理主体
シングルテナントマルチテナントテナンシー・モデル

×○シングル・インスタンス
×○ユーザ側でのカスタマイズ性
×○他のアプリケーションとの連携

ユーザプロバイダバージョンアップの主導権
（出典：城田２００７　p.６１）



１２７

したソフトウェアの配布形態」と定義される SaaSが登場する。SaaSのメリット
は，①コスト削減，②管理の一任，③利用の容易さ迅速性，④柔軟な利用形態であ
る。SaaSはマルチテナントが可能でユーザ側でカスタマイズすることも，他のア
プリケーションと連携させることも可能である。
　SaaSはアプリケーションにおける企業情報システムの概念を「所有から利用へ」
というように変化させた。この「所有から利用」という概念をアプリケーションの
みではなく，企業情報システム全体まで拡張するのがクラウドコンピューティング
である。しかも，クラウドコンピューティングを利用して柔軟なシステム構築を行
い，成功した事例も出てきている。このような状況からクラウドコンピューティン
グは，企業情報システムの新たなトレンドとして無視できない存在であるという認
識に至った。一方で，クラウドコンピューティングには明確な定義が存在していな
い実状にも直面した。
　クラウドコンピューティングに似た概念としてグリットコンピューティングや
ユーティリティーコンピューティングという用語もあるが，クラウドコンピュー
ティング以上に使用されてはいない。これはクラウドコンピューティングの提唱が
マーケティング的要素を含んでいないためであろう。提唱された時点でのクラウド
コンピューティングは，マーケティング的要素を含んでおらず，今後の IT産業が進
むべき方向性を示唆したものであった。マーケティング的要素を含んではいなかっ
たが，その用語が広まるにつれ各社の都合のよいように解釈され，翻訳された。ク
ラウドコンピューティングが「バズワード」として認識されているため仕方のない
ことかもしれないが，ここにクラウドコンピューティングが雲のようにつかみどこ
ろがない原因があるといえよう。IT産業は商品やサービスを売ることが目的のため，
その手段として「クラウドコンピューティング」という用語をマーケティング的に
利用したといえる。マーケティング的に利用するため，各社の強みに合わせた複数
の「クラウドコンピューティング」が登場することになる。このことがクラウドコ
ンピューティングをますます分かりにくいものにしている。
　クラウドコンピューティングが「バズワード」として終焉すれば問題ないが，ク
ラウドコンピューティングは IT産業の脇役ではなく主役として取り扱われる雰囲
気が漂っている。そのため現時点でのクラウドコンピューティングを整理し，クラ
ウドコンピューティングの共通認識を作成することは有意義なことであろう。
　上記のような背景があり，クラウドコンピューティングに関する研究を開始した。
本稿の目的は，以下の２点である。
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○クラウドコンピューティングとは何かを明確にする。
○クラウドコンピューティングに傾斜する企業情報システムの歴史的検証を行
う。

　まず，クラウドコンピューティングとは何かを明確にする。クラウドコンピュー
ティングは登場の背景から各社各々マーケティング的に使用しており，様々な解釈
が行われている。それらを整理することでクラウドコンピューティングとは何かを
明確にし，共通認識を提供する。
　次に，クラウドコンピューティングへと向かう企業情報システムの歴史的検証を
行う。歴史的検証をおこなうことで，クラウドコンピューティングの登場は偶然で
はなく必然であることを明らかにする。また，現在の企業情報システムは水平分業
から垂直統合へと回帰している点に関して議論する。
　クラウドコンピューティングの範囲は広 域 であるため，本稿ではクラウドコン

 （ ）

ピューティングの定義や歴史的検証に留めた。各社のクラウドコンピューティング
の動向や技術的検証，モバイル環境との連携に関しては本稿では扱わず，その詳細
に関しては今後の研究で取り扱うこととする。

２．クラウドコンピューティングとは

　クラウドコンピューティングに明確な定義は存在しない。明確な定義が存在しな
いということは，クラウドコンピューティングは所謂「バズワード」に分類される。
しかし，クラウドコンピューティングは様々な企業が使用し「バズワード」として
分類してしまうには不合理である。本稿では明確な定義が存在していないクラウド
コンピューティングにおける共通点を挙げ，クラウドコンピューティングとは何か
における一定の共通認識を提供することにする。

　クラウドコンピューティングには明確な定義は存在しないと述べたが，この用語
を提唱したのは，米 Googleの CEOである Eric Schmidt氏であることは多くの文
献で共通している。Schmidt氏は２００６年８月６日の Search Engine Strategies 
Conferenceの講演において以下のように述べている。

従来のユーザーの手元にあったデータサービスやアーキテクチャが，サーバー
に移ろうとしている。我々はこれを，クラウドコンピューティングと呼ぶ。
（データやアーキテクチャは）“クラウド”のどこかにある。ブラウザのような
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１２９

アクセスできるソフトウェアがあれば，PC，Mac，携帯電話，BlackBerryなど
どのようなデバイスからでも，クラウドにアクセスできる（日経 BP p.６）。

　Schmidt氏は，インターネット上に浮かぶ雲のような巨大なコンピュータ群をク
ラウドコンピュータと呼んでいる。クラウドコンピューティングは，「単一のコン
ピュータによって提供される技術的な概念やサービスではなく，インターネット上
に点在する様々な技術を融合して提供されるサービス群の総称」と言い換えること
も可能である。多くの用語が創造される IT産業界において Schmidt氏が提唱した
クラウドコンピューティングが注目を集めた背景は，Schmit氏の経歴から推し量る
ことが可能である。
　Schmidt氏は２００１年３月２６日に Nobel社の会長を辞職し，創業間もない Google
へと移籍した。Schmidt氏は技術系のリーダーとしてシリコンバレーで一目置かれ
てい た 。当時のシリコンバレーは次世代のビジョナリストを求める雰囲気があり，

 （ ）

Schmidt氏は次世代を担うビジョナリストとして期待される一人であっ た 。
 （ ）

Schmidt氏は Sun Microsystems社で James Gosling氏が開発した Javaをビジ
ネスとして成功させ，CTOの職に就いている。１９９３年に Schmidt氏は「ネット
ワークがプロセッサ並みに高速になれば，コンピュータはネットワークに拡散し，
ネットワークがコンピュータになる」と語っている。１９９３年時点で Schmidt氏の言
葉を検証することは，未来を予測することであり夢物語として結論付けることもで
きる。しかし，１０数年経過した現在において，Schmidt氏の言葉が夢物語ではなく，
現実を正確に捉えていたことは検証可能である。１９９０年代半ばからインターネット
は爆発的に普及し，現在では企業情報システムから個人生活まで社会生活のインフ
ラと呼んでも過言ではないまでに成長した。現在の企業情報システムはネットワー
クを前提として構築される。個人で使用するコンピュータにおいても，修正ファイ
ルや更新プログラムの配布はネットワーク経由で行われる。ネットワーク自体があ
たかもコンピュータのような振る舞いをおこなっている。

　各社のクラウドコンピューティング

グーグル

　グーグルのクラウド事業を担うエンタープライズ部門は２００３年に設置された。
グーグルのクラウド事業の中心は，「Google Apps」と呼ばれるSaaSである。Google 
Appsはオフィスで使用するソフトを Webサービスとして提供したものである。個
人向けには無料で提供されていたが，グーグルはそれを企業に有償で提供しようと
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している。Google Appsはコミュニケーションとコラボレーションツールとして適
しており，企業が Google Appsを導入する動機ともなってい る 。

 （ ）

　Googleの提供するクラウドコンピューティングは GoogleAppsのみではなく，
Googleが提供するプラットフォームをサービスとして利用する「Google App 
Engine」もある。Google App Engineを使用すると，独自のウェブアプリケーショ
ンをグーグルのプラットフォーム上に構築することが可能となる。

アマゾン

　アマゾンは現在クラウドコンピューティングをリードする企業の１つである。ア
マゾンが提供しているのは，Amazon S３ と Amazon EC２ の２つのサービスである。
Amazon S３ はアマゾンのストレージを借り，自社のデータを蓄積可能なサービスで
ある。Amazon EC２ は，各社のアプリケーションをアマゾンのサーバ上で動作させ
るサービスである。Amazon S３ の月額は １ GBあたり１５セントであり，Amazon 
EC２ はサーバ１台につき１時間あたり１０セントとなっている。アマゾンは明確なビ
ジネスモデルをクラウドコンピューティング環境で構築している数少ない企業であ
 る 。
 （ ）

Microsoft

　Microsoftのクラウドコンピューティングの中核となるのは，Windows Azureで
ある。クラウドコンピューティングにおいてもクラウドサービス用 OSが必要であ
るという信念に基づき提供されるのが Azureである。その役割は「データセンター
からインターネット経由でユーザの供給に応じて，コンピューティングやストレー
ジなどを提供し，これによって各種 Webアプリケーションの管理やスケーリングを
可能とすること」にあ る 。また，Microsoftはクラウドコンピューティングを「ソ

 （ ）

フトウェア＋サービス」として捉えている。これは，すべての機能をインターネッ
トで提供するのではなく，ローカルで必要なソフトウェアは現在のビジネスモデル
で提供することを意味している。
　クラウドコンピューティングに対する各社の取り組みは，千差万別であり各社の
強みを生かしたものとなっている。Googleは，コンシューマで培ったノウハウをク
ラウドコンピューティングへと拡張しようとしており，アマゾンは，インターネッ
トショッピングで培ったデータセンターを利用したクラウドコンピューティングで
あり，Microsoftは，ソフトウェアビジネスとクラウドコンピューティングサービス
を切り分けることで自社の強みを生かそうとしている。各社独自のクラウドコン
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ピューティングであるが，共通するのはネットワークを利用して自社が提供する
サービスを利用してもらうということである。

　クラウドコンピューティングの分類

　クラウドコンピューティングは，「単一のコンピュータによって提供される技術的
な概念やサービスではなく，インターネット上に点在する様々な技術を融合して提
供されるサービス群の総称」である。端的に言えば，「ネットワークを介して提供さ
れる各種のサービス」と言える。本稿でクラウドコンピューティングという用語を
使用する場合は， 「ネットワークを介して提供される各種のサービス」という定義で
使用する。
　本項では，具体的なクラウドコンピューティングで提供されるサービスとその分
類を行うこととする。クラウドコンピューティングの分類は文献にもよるが，概ね
３種類のサービスに分けられる。これは，提供するサービスの違いによる分類であ
る。ソフトウェアをサービスとして提供する「Saa  S 」，アプリケーションを実行す

 （ ）

るプラットフォームをサービスとして提供する「Paa  S 」の２つの名称は多くの文献
 （ ）

で共通して使用されている。PaaSで提供されるプラットフォームには，ミドルウェ
アが含まれ，スケーリングを考慮せずにアプリケーションを動作させることが可能
であるが，開発言語は提供されるプラットフォームに依存しており限定されたもの
となってい る 。

 （ ）

　一方，仮想化技術によりハードウェアを抽象化して提供するサービスに関する用
語は文献により異なる。「Iaa  S 」という用語を用いるものもあれば，「Haa  S 」とい

 （ ）  （ ）

う用語を使用しているものもある。これは，インフラストラクチャあるいはハード
ウェアをサービスとして提供する用語に関して基本的な合意がなされていないとい
うことを意味する。インフラストラクチャという用語の意味は，ハードウェアより
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図１　クラウドコンピューティングの分類（筆者作）



も広義なもとのなるため本稿ではハードウェアを抽象化して提供されるサービスを
HaaSとする。
　また，Xaa  S という用語も存在する。XaaSは SaaSおよび広義のサービス形態を

 （ ）

意味するものである。したがって，XaaSのＸにはプラットフォームのＰやハード
ウェアのＨ，あるいはインフラストラクチャのＩを代入すればよりクラウドコン
ピューティングのサービスが具体的になる。

　社内クラウド，社外クラウド

　クラウドコンピューティングを，「社内クラウ」ドと「社外クラウ」ド或いは，
「プライベートプライド」と「パブリッククラウド」に分類しているものもある。
クラウドコンピューティングを社内クラウド，社外クライドに分類する起源は企業
情報システムをインターネット技術を利用して構築しようというイントラネットに
見ることができよう。イントラネットは企業情報システムの社内ネットワークをイ
ンターネット技術を利用することにより，外部のインターネット環境との親和性を
高め，社内ネットワークにおいても Webを中心としたシステム構築へと移行した
経緯がある。
　しかし，クラウドコンピューティングを社内と社外に分類するとにに疑問を感じ
る。クラウドコンピューティングは企業情報システムの情報機器資源の保有をやめ，
外部資源を利用することに本質がある。社内クラウドという発想で情報機器資源を
保有のまま，サーバやアプリケーションを隠蔽して利用者に提供したのみでは，ク
ラウドコンピューティングの本質から逸脱してしまう。情報機器資源を保有せず，
外部資源を利用してこそクラウドコンピューティングの強みを教授できるのである。
　クラウドコンピューティングが「バズワード」としてIT産業においてマーケティ
ング的に利用される為，社内クラウド，社外クラウドもその文脈で利用されている。
すなわち IT産業，特にハードウェアを製造販売するメーカにおいては，クラウド
コンピューティングは脅威となる。クラウドコンピューティングが普及すると企業
が社内の情報機器資源への投資を減少させ，社外の資源を利用することになる。
　企業情報システムの性能向上を行う手段としては，ハードウェア性能を向上させ
る「スケールアップ」と，ハードウェアの数を増やすことにより性能向上を狙う
「スケールアウト」が存在する。近年の Webシステムではスケーラビリティーの向
上を目的にサーバーの数は増加傾向にある。クラウドコンピューティングでは，仮
想化技術によりサーバを統合していくため，物理サーバは減少していくであろう。
社内クラウドを提唱することにより，物理サーバの減少を少しでも遅らせる狙いが
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見える。この理論はユーザ企業の理論ではなく，ベンダーの理論となる。従って，
クラウドコンピューティングを利用するユーザはベンダーの言い分を鵜呑みにしな
いように注意しなければならない。

３．クラウドコンピューティングへと向かう企業情報システムの歴史的検証

　企業情報システムに汎用コンピュータが本格的に利用され始めたのは，１９６４年に
IBMが開発した System３６０ からである。この年をコンピュータがビジネスへ応用
され始めた元年とすると，コンピュータのビジネス応用は半世紀にもみたない。し
かし，コンピュータは着実にビジネスへ応用され現在では必要不可欠な存在まで成
長した。企業情報システムは，メインフレームを中心とした集中処理型のシステム
から，半導体の性能向上に伴い安くて高性能なコンピュータを利用するクライアン
ト／サーバシステムを経由し，高速ネットワーク環境の登場により Webを中心とし
たシステムへと移行していった。これらのシステムは全てユーザーが情報機器を購
入し，自ら所有することを前提としていた。しかし，高速なネットワークの登場と
半導体の性能向上は，情報機器を自ら所有することなく，サービスとしてそれらを
利用可能な「クラウドコンピューティング」を生み出した。本項では，クラウドコ
ンピューティングへと向かう企業情報システムの歴史的検証を行う。この検証によ
り，現在の企業情報システムの処理形態が，集中から分散へ移行し，分散から集中
へと回帰している流れを明確にする。

　コンピュータのビジネスへの応用

　コンピューティングというものは，それ自身のために行われるのではなく，必ず
ある結果を得るための手段として行われ る 。コンピュータは数値的計算結果を求め

 （ ）

る手段として開発されてきたが，１９５０年代にコンピュータの利用が，ハードウェア
ベンダとユーザによって，数値計算から電子的データ処理へと移行していった。５０
年代の終わりには，コンピュータが大量生産・大量販売されることによりコンピュー
タが事務機器へと変貌し，その変化に対応できなかったハードウェアベンダーはコ
ンピュータの開発競争から脱落していっ た 。事務機器としてのコンピュータ競争で

 （ ）

勝利を収めた企業は IBMである。IBMはコンピュータが事務機器として応用され
る以前，ビジネスの３大業 務 の１つ財務分析や会計処理の分野において，パンチカー

 （ ）

ド式会計機でトップ企業であった。IBMは事務機器のコンピュータ化の流れから外
れることなく，コンピュータ分野においてもパンチカード式会計の分野においても
トップ企業となっ た 。

 （ ）
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　大型コンピュータによる集中処理システム

　コンピュータが本格的にビジネスに応用される契機は，１９６４年に IBMによって開
発されたSystem３６０ からである。System３６０ は，ソフトウェアのハードウェアから
の解放とでもいうべきソフトウェア互換という思想によって開発された。System３６０ 
登場以前の IBMにはシステムアーキテクチャの異なる６系列のコンピュータを販
売しており，それぞれの系列毎にソフトウェア開発を行う必要があっ た 。この状況

 （ ）

を打破するために開発されたのが System３６０ であった。System３６０ の最大の特徴
は，１つのアーキテクチャで大型機から小型機までをカバーすることであった。
アーキテクチャの統一により，ソフトウェアの互換性を確保することが可能となり，
IBMはコンピュータ市場の７０％を超えるほど市場を支配した（表２参照）。言い換え
れば，コンピュータをビジネスで利用する場合，IBM以外の選択肢がないに等し状
況であった。１９６４年に登場した System３６０ により，１９７０年代のコンピュータ市場で
の IBMの地位は不動のものとなった 。
　System３６０ は，集中処理型の処理形態を採用しており，ホストコンピュータが全
ての処理を行っていた。システムの効率性を高めるため，処理に優先順位が付けら
れ優先順位の低いものは夜間に一括して処理された。この背景には，高性能なコン
ピュータは高価であり，当時のコンピュータ市場に規模の経済が働きにくい環境に
あった。集中処理型の処理形態から分散型の処理形態への移行は，コンピュータ市
場における規模の経済と，半導体技術の向上が必要不可欠な要因となる。次項では，
集中処理型の処理形態から分散型の処理形態への移行に関して論じる。
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表２　米国コンピュータメーカー出荷高
　　　 比較（１９６７）

シェア（％）出荷高（M$）メーカ
７２．９４，３００IBM
５．８３４０ユニバック
５．４３２０ハニウェル
４．１２４０GE
３．４２００CDC
３．０１７５RCA
２．４１４０NCR
１．８１０５バローズ
０．７５３SDS
０．４２６DEC
０．１１１その他
１００．０５，９１０計

（EDP Industry Report January）
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　パソコンと分散システムの登場

　１９７０年代のコンピュータに対する考え方やイメージは現在のものとはことなり，
大企業の情報処理施設や数理・情報系の大学のコンピュータ室に設置された大型コ
ンピュータのことを意味してい た 。コンピュータは高額であるため個人レベルで利

 （ ）

用できるものではなく，専門家が利用する特殊な道具であった。個人レベルでコン
ピュータを商品化するには，個人が購入可能な価格設定をしなければならない。し
かも，プログラムがストレスなく動作する処理能力を備えている必要があった。そ
こで注目を浴びたのが Intelが開発した８０８０であった。Intelは高額なメインフレー
ムなどの CPUではなく，安価な電卓用 CPU開発メーカとして誕生したという経
緯があり，メインフレーム CPUと比較して安価な CPUを開発していた。８０８０を
活用すれば，個人利用可能なコンピュータを開発可能であり，この先陣を切ったの
がMITS社から販売されたAltair８８００ である。Altair８８００ は個人向けコンピュータ
市場を開拓したという点で重要な位置づけをなすものである。Altair８８００ にはキー
ボードやディスプレイはなく，１６個のメモリアドレススイッチと，それと同じ数の
小さな電球が付いているにすぎなかった。Altair８８００ にできることは，前面に付属
している電球を点灯させることで処理結果を見るのみであった。単純なコンピュー
タであったが，４９５ドルという価 格 で販売され，発売後３ヶ月で４，０００台以上を売り

 （ ）

上げ た 。従来であれば，コンピュータと言えば IBMなどの大型コンピュータを意
 （ ）

味していたが，Altair８８００ が登場したことにより個人向けコンピュータ市場にも注
目が集まることとなった。大型コンピュータ市場は IBMが独占状態であったため，
Altair８８００ の成功により，既存のコンピュータメーカが８０８０を搭載したコンピュー
タ市場に参入していっ  た  。

（ ， ）

　コンピュータ産業の巨人と呼ばれていた IBMは，大型コンピュータ市場で多く
の利益を上げており，立ち上がったばかりの個人用コンピュータ市場にすぐには参
入しなかったが，その市場を無視することもできなかった。IBMは，個人用コン
ピュータ市場に遅れて参入した為，全てを自社で開発するのではなく，アーキテクチャ
のみを作成しその他はすべて外注してしまった。このことが，Intelや Microsoft
を成長させる契機となった。
　市場が拡大することにより，規模の経済の恩恵を受け個人用コンピュータは低価
格となり，反対に半導体技術の向上により単価あたりの処理速度は大幅に向上して
いった。価格下落と性能向上により，個人利用されていたコンピュータをビジネス
に利用する動きが現れた。ビジネスに利用するといっても，基幹業務処理をおこなっ
ている大型コンピュータをいきなり置き換えるものではなく，部門の情報共有を行
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うためのファイルサーバーとして利用されて言った。その後はインターネットの普
及とネットワークの高速化を背景として分散型の処理形態が普及し，基幹業務を
行っていた大型コンピュータを代替するまでに成長した。

　インターネットの普及とネットワーク高速化による Webスシテム

　図２は１９９７年から２００６年までの国内インターネット利用者数の推移である。２０００年
あたりからインターネットの利用者が増加し，２００６年では，７，６００万人が利用してい
る。利用料金は，年々低下していき現在では米国に次ぐ低水準となっている（図３）。
　インターネットの利用者の増加や料金の低下は企業情報システムにも影響を及ぼ
し，Webを利用したシステムを出現させた。Webを利用したシステムとは，イン
ターフェースに Webブラウザを使用し，サーバ上にあるコンテンツをネットワーク
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を介して提供するシステムである。通常，Webサーバ，アプリケーションサーバー，
データベースの３階層から構築されている。
　Webを利用したシステムが普及した背景には，インターネットの利用増加が挙げ
られる。ユーザは Webブラウザの使用を学習しており，企業が１から Webブラウ
ザの利用方法を教育する必要はない。また，利用者の増加は規模の経済を発生させ，
コストを抑制させる。規模の経済が起こると，Webを利用したシステムに優位性が
働くようになりネットワーク外部性に似た状況を生み出す。

４．企業情報システムの所有から利用へ 

　クラウドコンピューティングへの移行は，システムの所有からシステムの利用と
いったシステムに対する考え方を変えなければならない。所有していたものを利用
に切り替える一番の障壁は，心理的要因に起因する。個人で例えるならば，自動車
を所有している人が，カーシェアリングのような自動車の利用へ移行するようなも
のである。ここでは，クラウドコンピューティングへ移行する場合に起こる懸念に
関して議論する。

　セキュリティーへの懸念

　企業がクラウドコンピューティングに移行する場合にまず考慮するのがセキュリ
ティーに対する懸念であろう。クラウドコンピューティングは，所有していたシス
テムからサービスとしてのシステムへの移行を意味する。サービスを利用するとい
うことはおのずと，企業が構築した顧客情報等のデータベースを社内から社外へと
持ち出すことになる。社外へデータを持ち出すことの懸念は，社外へ持ち出したデー
タが流出することに対するものであろう。
　『クラウド化する世界』では，クラウドコンピューティングに対するセキュリ
ティーやサービスレベルへの懸念を，黎明期の電力産業と現在の IT産業を比較する
ことでクラウド化に向かう必然性を説明している。１９世紀の電力は自家発電であり，
電力を必要とする企業は工場内に自家発電施設を備えていた。自家発電施設を備え
ることは当然であり，自家発電施設を備えていないことの方がむしろ不自然であった。
２０世紀に入ると，巨大発電所を中心とする配電ネットワークが整備され，電力価格が
大幅に下落したため，自家発電施設から配電ネットワークによる電力利用へとシフ
トしていった。この移行に対して，自家発電を所有していた企業が懸念したことは，
配電ネットワークの信頼性であろう。企業へと電力を供給してくれる送電線が途中
で切断されることはないか，電力は安定して供給されるのであろうかといったこと
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であろう。これらの懸念はリスクとなり，自家発電を止めてまで電力を外部供給に
切り替える必要があるのかといったことであろう。２０世紀以降の社会では，配電ネッ
トワークの持つコストや拡張性などの長所が認識され，信頼性に対する懸念が薄ま
るにつれ電力は公共サービスとなった。電力はライフラインになったが，送電線が
切断されたり，発電所が稼働停止すれば社会が麻痺してしまうため，自家発電にし
よ う とする企業は皆無であろう。この電力の自家発電から外部供給への移行と同等
 （ ）

な現象が，クラウドコンピューティングへと向う IT産業に起こっている。
　クラウドコンピューティングに対するセキュリティーへの懸念は，メインフレーム
を中心とした企業情報システムから，サーバーを利用したクライアント／サーバーシ
ステムのように緩やかに進行していくであろう。企業情報システムを基幹系システ
ムと情報系システムに分類した場合，情報系システムからクラウドコンピューティ
ングが進行していくであろう。

５．原点回帰する企業情報システム

　モジュール化による水平分業から垂直統合へ

　コンピュータ産業は，細分化されており細分化された産業ごとに各企業が競争を
行ってきた。分野毎に競争は行われてきたが，それ以外の分野においては競争相手
というよりは協業者として同じ方向性に向かって進むパートナーと呼べる関係を構
築することが多く存在した。コンピュータ産業をモジュール化へと導いた最初のコ
ンピュータは，System３６０ と Carliss Baldwinは指摘してい る 。それは，

 （ ）

System３６０ がオペレーティングシステムの概念を採用し，集中処理型を中心とした
コンピュータはシステムにおける要素技術を定義したことによ る 。しかし，モジュー

 （ ）

ル間のインターフェースは開発企業毎に異なっており，他企業のハードウェア同士を
接続することは困難であった。その為，ハードウェアからソフトウェアまで全てを
自社で提供する垂直統合が行われていた。
　半導体技術の向上と低価格化による大型コンピュータ中心の集中処理型からネット
ワークを利用した分散型への移行は，モジュール毎に専門企業が台頭し，コンピュー
タ産業自体がモジュール構造へと変化していった（図４）。半導体メーカであるIntel
とソフトウェア産業の Microsoftの関係の関係のように互いの領域を侵すことなく
水平分業をおこなってきた。
　クラウドコンピューティングは高度な抽象化によりハードウェアやソフトウェアを
隠蔽し，ユーザは利用したい時に利用したいだけコンピュータリソースを利用可能
となる。抽象化は仮想化技術により提供され，ソフトウェアのハードウェアからの
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独立を推進する。ソフトウェアの独立は，１対１関係であったソフトウェアとハード
ウェアの関係を，多対１，あるいは多対多の関係へと変化させる。すなわち，クラウ
ドコンピューティングは，コンピュータ産業が築き上げてきたモジュール構造を破壊
し，図４が示すコンピュータ開発初期の状態へと原点回帰させる可能性を秘めてい
る。原点回帰したクラウドコンピューティング黎明期とでも言うべ時期は，多くの
企業がクラウドコンピューティング分野に進出してくるであろう。その後クラウド
コンピューティングのデファクトスタンダードを獲得した企業は，シェアの大部分を
獲得し，それ以外の企業は残ったシェアを分け合うという状況が生まれる可能性が
ある。

　クラウドコンピューティングのビジネスモデル

　クラウドコンピューティングへ企業情報システムが移行することは，従来であれ
ば競争しえなかった相手とも競争しなければならないことを意味する。言い換えれば，
従来のビジネスで構築した利益を生み出すビジネスモデルが通用しなくなる。例えば，
ソフトウェアを販売して利益を上げるビジネスモデルを構築していた企業が，クラ
ウドコンピューティング時代には，ソフトウェアをサービスとして提供することで
利益を上げなければならなくなる。すなわち，ソフトウェアライセンス料からサー
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ビス利用料へ利益の源泉を移行させなければならない。ここで注目すべきは，コン
ピュータ産業において技術革新により時代の移行により，２世代に渡りトップ企業と
して君臨している企業が少ないことである。３項で行った歴史検証からも明らかな
ように，大型コンピュータを中心とした集中処理の時代は IBM，ネットワークとパ
ソコンを利用した分散処理型の時代は，Intel，Microsoft，高速ネットワークによる
Webシステムの時代は，Google，Amazonといった企業が台頭している。したがっ
てクラウドコンピューティング時代には全く新しい企業が誕生し，クラウドコン
ピューティングをリードしている可能性もある。現在ではクラウドコンピューティン
グのビジネスモデルを確立し，クラウドコンピューティングのみから利益を上げて
いる企業は多くはない。したがって，クラウドコンピューティングで生き残るには，
如何に早期にクラウドコンピューティングのビジネスモデルを確立するかにかかっ
ている。

６．お　わ　り　に

　本稿では，クラウドコンピューティングを「ネットワークを介して提供される各種
サービス」と定義し，クラウドコンピューティングへと向かう企業情報システムを
歴史的な検証を行った。この検証により，クラウドコンピューティングへと向かう
企業情報システムの流れは偶然ではなく必然であるこが理解できた。しかし，この
流れは今まで別産業の住人としてパートナーとして協業してきた企業とある日突然
競争が始まることを意味していた。情報システム産業において，地殻変動とでもいう
べき技術革新が発生するとトップ企業の交代が起こっている。その為，クラウドコ
ンピューティングは現産業の関係図を別のものへと変える力を秘めている。Microsoft
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や Googleに代わる企業の出現を否定することは出来ない。
　本研究を行う上で１つ残念なことは，クラウドコンピューティングへと向かう企
業情報システムの流れの中で日本企業の存在感である。現段階においては，Micro-
soft，Google，Amazonといった米国の企業がトップランナーとしてクラウドコン
ピューティングをリードしている。クラウドコンピューティングが本格的に普及した
場合，日本企業でクラウドコンピューティングを提供可能な企業が限られてくる。
今後は，各企業のクラウドコンピューティングの動向に注目しながら，日本企業の
クラウドコンピューティングに関して調査研究を行うこととする。

注

準１ 　「Web２．０」や「ユビキタス」といった概念も「バズワード」に分類されると論じる者もい
る。
準２ 　 北原， p.１
準３ 　ASPの定義では，提供するサービスとアプリケーションに限定しておらず，ユーザの必
要とするシステム機能を提供するとしている点においてはクラウドコンピューティングに
近い概念と言える。
準４ 　The Computers of Tomorrow
準５ 　企業情報システムの内部環境に留まらず，モバイル環境，データセンター，仮想化等を
含んでいる。
準６ 　小池， p.３３
準７ 　Ibid., p.３５
準８ 　日経 BP，pp.３４–３８
準９ 　Ibid., pp.３８–４０
準１０ 　Ibid., pp.４４–４７
準１１ 　Software as a Serviceの略。サービスとして提供されるソフトゥエア。
準１２ 　Platform as a Serviceの略。サービスとして提供されるプラットフォーム。
準１３ 　例えば，Googleが提供している Google App Engineでは，Python２．６ のみしか利用で
きなかったが，Javaも利用可能となった。

準１４ 　Infrastructure as a Serviceの略。
準１５ 　Hardware as a Serviceの略。
準１６ 　X as a Serverの略。
準１７ 　Campbell-Kelly, p.８０
準１８ 　当時のコンピュータ開発費用の大部分はハードウェアの開発に充てら得ていた。コン
ピュータメーカと言えばハードウェアを製造している企業と言っても過言ではなかった。現
在では，開発の比重がハードウェアからソフトウェアにシフトしており，開発費の大部分
はソフトウェア開発に充てられる。ソフトウェアの重要性が高まった背景には，IBMが開
発してた System３６０ によるソフトウェア互換というが思想がある。
準１９ 　３大業務とは，文章作成，ファイリング，財務・会計分析である。
準２０ 　技術革新等により，次世代の製品に移行する場合，トップ企業の交代が起こる。例えば，
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ゲーム機の分野では任天堂から SONYへの交代等である。
準２１ 　高橋， p.８３６
準２２ 　前川， p.８１
準２３ 　８０８０単体の価格でも３５０ドルしていたため，４９５ドルという価格設定は非常に戦略的なも
のであった。
準２４ 　前川， p.８２
準２５ 　パソコン市場が開拓されたことにより，多くの利益を上げた企業は，コンピュータメー
カではなく，パソコン市場に CPUを供給していた Intelであった。
準２６ 　コンピュータは命令を処理する機械であるが，その命令を出すためのプログラムがなけ
れば何もできないただの箱となってしまう。Altair８８００ にもプログラムが必要であり，
Altair８８００ 用のプログラム言語 BASICを開発したのが Microsoftである。Microsoftは
BASICを販売するのではなく，パソコンの ROMに焼きこんでバンドルしてもよいとい
う権利を売り，パソコンが１台売れるごとにその特許権料を受ける契約をすでに結んでい
る。現在のソフトウェアビジネスのモデルは設立当初に確立されていたのである。
準２７ 　日経 BP，p.５０
準２８ 　Baldwin, pp.１７５–２２８
準２９ 　砂田，p.７０
準３０ 　砂田氏作成の図に筆者が加筆。
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